













Markus & Kitayama (1991)は, 独立した存在として人を認知する個人主義文化の個人は, 
独立的自己観を発達させ, 集団メンバーとの関係性を重視する集団主義文化の個人は相互協
調的自己観を発達させることを仮定し, これに関連した自己解釈 (Self-Construal) 概念を提
案した。これまで, こうした観点から個人主義文化と集団主義文化における心理的側面を比
較する研究が数多く行われてきた。しかし, このような観点からは, アジア内の多様な文化と
その心理的影響を検討することが難しい。Han, Kim & Yoshiyuki (2016)は，東洋文化の中
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はじめに
本研究は, 日本と韓国における感情制御 (emotion regulation) の違いに言及するため，第
一に，感情制御に関するこれまでの研究を概観し，制御プロセス，制御の理由，制御方略，
制御の個人差，制御の効果について説明する。次いで，文化的自己観に関する研究を概観









感情制御とは, 感情が生起または生起が予想される場合にそのまま表さず, 強めたり, 弱め
たり, 他の感情に置き換えたりすることで, 意識的に本来と異なる形にして表す過程を意味す
る。つまり, 単純な表出の不在ではなく, 表出を制御するための積極的な努力を意味する 
(Gross & Levenson, 1993; 1997) 。感情制御することは, 望ましい人間関係の形成にとっても
重要な能力である (Honig & Wittmer, 1994) 。なぜならば自己及び他者の感情状態を正確に
認識し, それから相手の思考, 感情などを理解したり, 共感したりすることは, 感情に適切に
対処するための基礎となるからである。また, 感情制御には, 戦略的に対処して効率的に反応




process model of emotion regulation) によると, 感情制御方略は, 感情生起の前後で異なると
されている (Gross, 1995)。
感情生起の前にとられる方略は先行焦点型感情制御と総称され,４つに分類することがで
きる。第1は状況選択 (situation selection) であり, 状況を選択しようとしたり, 自分自身を取
り囲む状況を選択したりする。第2は状況修正 (situation modification) であり, 自ら働きかけ, 
現在の状況を修正しようとする。第3は注意配置 (attentional deployment) であり, 自らの注
意の配置点を変える。第4は認知的変化 (cognitive change) であり, 出来事に対する考え方を
変えることである。例えば, 銀行の窓口に長蛇の列ができている場合, 他の銀行へ行ったり (
状況選択) , 別の窓口を開放するよう要求したり (状況修正) , 待っている間は音楽を聴いたり 
(注意配置), 待たされているのではなく, リラックスできる時間ができて良かったと考え方を
変えたり (認知的修正) することにより, 感情を制御するのである。
一方, 感情生起後にとられる感情制御方略は反応焦点型感情制御と総称される。Gross & 
Muñoz (1995) によれば, この制御は先行焦点型感情制御の段階で感情を制御できなかった場
合に行われる。反応焦点型感情制御は行動的反応制御, 経験的反応制御, 身体的反応制御の3
つに大別できる。行動的反応制御は, 生じている感情を増減させる方略で, 不快な感情を感じ











方略の使用の個人差を測定する尺度として ERQ (Emotion Regulation Questionnaire) が開
発された (Gross & John, 2003)。ERQ を使用した調査や実験の結果からも, 先行焦点型感情









安であり, 5つの理由の中で最も大きな割合を占めていた。第2は「弁証法信念 (dialectical 
beliefs)」 であり, 悪いことと良いことはバランスがとられているので, 幸せすぎると否定的な
結果がもたらされると考える。Spencer-Rodgers, Peng, & Wang (2010) の研究では，アメ
リカ人より中国人の方が「良い出来事後には, 悪い出来事がくる」という弁証法的信念が強






一方, ネガティブ感情を制御する理由については, Gnepp & Hess (1986) が「自己防衛的動








考えられる。たとえば, Deffenbacher, Oetting, Lynch, & Morris (1996) は, 怒りの表出は攻
撃行動と結びつきやすいため, その他の感情と比べて, 対人関係を悪化させるリスクをもっと










な方略であり, 中長期的な心身の健康にも寄与することが知られている (e.g., Goldin, Mcrae, 
Ramel, & Gross, 2008; Haga, Kraft, & Corby, 2009)。またこの方略は, 刺激や状況への認知的
評価の変化を通じて, 効果的にネガティブ感情を低減させるという性質上, 認知行動療法への
応用が進められている (Hoffmann, Heering, Sawyer, & Asnaani, 2009) 。
人は一般にポジティブ感情を望む一方でネガティブな感情は避けようとするが (Larsen, 
2000), 個人的要因や状況の性質によってはポジティブ感情を制御することもある (Parrott, 
1993; Tamir, 2009)。たとえば, 友人と一緒に受けた試験で, 自分だけ合格した場合, 嬉しい気
持ちを押さえて, その友人に共感して慰めようと努める。Quoidbach, Berry, Hansenne & 
Mikolajczak (2010) は, 意識的, 無意識的に行われるポジティブ感情制御方略を４つあげてい
る。「抑制 (suppression)」は, 不安を回避したり謙遜したりするためにポジティブ感情を弱
めることである。「注意分散 (distraction)」は, ポジティブな出来事とは無関係な活動や思考 
(心配) を行うことによって, 積極的にポジティブ感情を弱めることである。「欠陥発見 (fault 
finding)」は, ポジティブな状況の中にあるネガティブな要素に注意を払ったり, もっと良い
結果を得られた可能性に焦点を当てたりすることである。最後の「ネガティブな心的時間旅




ばWoodら (2003) の研究では, 自尊心が高い人はポジティブ感情経験を制御せずそのまま享
受しやすい一方, 自尊心が低い人は, ポジティブ感情を下げようと努めることが示された 
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(Parrott, 1993; Wood, Heimpel & Michela, 2003) 。また, ポジティブ感情制御は人生の満足感
と負の相関があり (Gross & John, 2003) , ポジティブ経験に対する主観的な楽しみを低下さ
せる傾向がある (Gross & Levenson, 1997) 。さらに, 将来の結果に対して否定的な期待をす
ることが，低い自尊心とうつ症状に関連がするという研究結果もある(Feldman, Joormann, 
& Johnson, 2008; Raes, Smets, Neils, & Schoofs, 2012)。
6) 感情制御の効果
感情制御に関する多くの研究は, 感情制御が個人のウェルビーイングに否定的影響を与え
る可能性があることを示してきた。たとえば，Butler, Lee, & Gross, (2007) は，ビデオを見
ている間, 参加者に感情表出を制御するように求めた。その結果，ネガティブ感情表出の制





低いことが指摘されている (Gross & John, 2003)。また, 感情を制御する人は親密な対人関係
が少なく, 他の人から好感を得られにく (Gross & John, 2003) , ストレス反応や心臓病など身
体的な問題とも有意な関連性があることが明らかになった (Friedman & Booth-Kewley, 
1987; Gross & Levenson, 1993; John & Gross, 2004)。
最近では, 個人が属する文化によって感情制御が精神的健康や対人関係に及ぼす影響が異
なることを示す研究が現れている (Butler, Lee, & Gross, 2007)。たとえば, ヨーロッパ系ア
メリカ人とアジア系アメリカ人を比較した結果, ヨーロッパ系アメリカ人は感情制御が対人
関係に負の影響を与えていたが, アジア系アメリカ人においてはそうした影響は認められな
かった (Cheung & Park, 2010)。また, 反応焦点型感情制御である抑制方略は, 先述の通り社
会関係やウェルビーイングへのネガティブな影響が示されているが, アジア文化においては




文化的自己観 (self-construal) は, 文化の多様性を示す心理過程, 及び社会行動を説明する
枠組みとして文化心理学で扱われてきた概念である。文化的自己観の概念は, Triandis 
(1989) が世界の文化を個人主義の文化と集団主義の文化に分類したことに端を発する。その






すると捉えており, 合理性, 「本当の」自己を求める。さらに, 自分の望ましい特性 (才能や能





るのである。実際, 個人主義の文化を代表する西洋文化においては, 自己 (self) は, 自尊, 自立, 
自己主張などが望ましい美徳を含んでおり, 個人は, 自律的な主体であることが強調されてい
る (Hsu, 1981)。また, 自尊心は個人主義の文化であるほど高いということも示されている 
(Baumeister, Tice, & Hutton, 1989; Kwan, Rond, & Singelis, 1997)。
これまで, こうした自己観の違いとさまざまな心理的側面との関係について多くの実証的
研究が行われてきた。たとえば, 相互独立的自己観が強い人は人生満足度が高く, うつの経験
が少なく, 社会的回避の傾向が低いことが報告されている (Okazaki, 2000)。一方, 相互協調
的 自 己 観 が 強 い 人 は う つ 傾 向 が 高 く, 社 会 的 回 避 が 高 い 傾 向 が 指 摘 さ れ て い る 
(Norasakkunkit & Kalick, 2002)。しかし, これらの結果とは異なり，相互協調的自己観と社
会不安や人生満足度は関連がないという研究結果 (Cross, Bacon & Marris, 2000; Okazaki, 
2000) も存在する。
2) 新しい文化的自己観
前述のように, Markus & Kitayama (1991) によって提案された相互独立的自己-相互協調




高く (Inumiya, 2003), このことは日本人と韓国人が異なる自己観を持つ可能性を示唆してい









自己は, 基本的にはMarkus & Kitayama (1991)の相互独立的自己観の理論と同一で，社会的
関係において独立的な存在として自己を認識し, 自分の価値や能力, 潜在力を高く評価するが, 
他人においては低く評価する傾向である。
Inumiya, Han, Lee, & Kim (2006) は, 以上の自己モデルに基き, 集団主義文化に分類され相
互協調的自己観を持つとされてきた韓国, 中国, 日本の大学生を対象に, 主体性-対象性-自律
性自己観を検証した。Han, Kim, & Zhang, (2009) によると, 主体性-対象性-自律性自己理論
は，主体性-対象性-自律性の３つの要素に構成されており, 各要素の比率によって自己観が
決定されると仮定されている。また, 自己観の比率はその国の文化によって形成される。し
たがって, 韓国, 中国, 日本の各要素の比率を見れば3つの国の文化を推測することができる




高いことが示されている (e.g., Kim & Omizo, 2005; Rhee, Chang & Rhee, 2003; Rose, Endo, 
Windschitl, & Suls, 2008)。そこで, Han et al. (2009)は, 主体性-対象性-自律性自己と自尊心





   
 
図 1．主体性-対象性-自律性の３か国比較 (Han et al., 2009 を引用) 
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性と自律性, 主体性と非現実的楽観性, 対象性と非現実的楽観性, 自律性と自尊心の関係は, 
韓国, 中国, 日本でそれぞれ異なるパターンが現れた。すなわち, 主体性と自律性の関係では, 
韓国 (r=.347, p＜.001) と中国 (r=.324, p＜.001) で正の相関が表れ, 日本の場合には, 相関がな
かった(r=.061, n.s.)。主体性と非現実的楽観性では韓国 (r=.114, n.s.) と中国 (r=.138, n.s.) で
有意な相関が認められない一方で, 日本では正の相関 (r=.338, p＜.001) が認められた。対象
性と非現実的楽観性の関係では, 中国 (r=-.243, p＜.001) と日本 (r=-.234, p＜.001) では負の相
関が現れたのに対し, 韓国 (r=-.031, n.s.) の場合には, 有意な相関はなかった。自律性と自尊
心の関係では, 韓国 (r=.209, p＜.01) と中国 (r=.206, p＜.05) の場合には正の相関があったが, 
日本 (r=.049, n.s.) では有意な相関がなかった。
これらの結果は, 個人主義-集団主義の枠組において集団主義文化の特徴とされてきたこと
は日本に限ったものであり, 集団主義の中でも文化の差においても変数が多様であることを
示している。以上のようにHan et al. (2009) は, 今まで同じ集団主義文化として分類された韓
国, 中国, 日本の中でも, 韓国は主体性自己, 中国は自律性自己, 日本は対象性がそれぞれ優勢
であると考えられ, そのような自己観の影響を受ける変数との関係も異なることを示したの
である。
表 1. 主体性-対象性-自律性と自尊心, 非現実性楽観性の相関関係 (Han et al., 2009) 
 
 





対象性 中国 -.413 1.000
日本 -.452
韓国 .347 -.001
自律性 中国 .324 -.004 1.000
日本 .061 -.028
韓国 .295 -.295 .209
自尊心 中国 .289 -.348 .206 1.000
日本 .361 -.457 .049
韓国 .114 -.031 .096 .228
非現実的楽観性 中国 .138 -.243 .112 .266 1.000
日本 .338 -.234 .009 .434








先述のように, Markus & Kitayama (1991) によって提案された相互独立的自己-相互協調
的自己観は, 長い間, 文化と自己の関係を説明する枠組として機能してきたが, 既存の比較研
究ではアメリカと日本, 韓国とアメリカ, ヨーロッパと香港, カナダと中国など個人主義と集
団主義を代表とする国々を対象に行われており, 東アジア圏内は同一の文化を持っていると
みなされていた。これに対して, Han et al. (2009)が提唱した枠組みは, 主体性-対象性-自律
性自己観によって東洋の中の文化の違いを説明することができる。世界には東南アジアやイ
ンド, 東, 南文化など, 既存の個人主義- 集団主義の図式では理解が難しい文化も多く存在す
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It is recognized by most researchers that Markus & Kitayama's (1991) theory of independent 
and interdependent self-construals has been a cornerstone framework that has unraveled 
the relation between culture and human behavior. However, this approach has its own 
limits in explaining the differences among countries of the same Eastern cultures. As for 
the difference between Japan and South Korea, it seems important to focus on the regulation 
of positive emotional and evaluate how self-construal styles affect this process. The present 
article briefly reviews the research of the regulation of positive emotions, followed by 
introducing Han, Inumiya, Kim & Zhang’s (2009) theory which proposed the alternative 
types of self-construal: subjective self, objective self, and autonomous self. It will be discussed 
how this theory might be utilized to examine the difference of emotional control between 
the Japan and South Korea.
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